
  市民活動資料センター基金3周年記念シンポジウム  

市民活動資料センター
 オープンへ！

－求められるものに応えていくために－

2013 年７月14日（日）
午後 1:30 ～ 4:30（開場 1:00）

会場：立川市子ども未来センター 101会議室
（旧市庁舎・西国立駅歩7分,立川駅南口歩13分)

参加費 500円

　

市民資料は宝の山
　―研究センターの現場から

平野   泉さん

立教大学共生社会研究センター

　

自治体史編さん事業と市民資料
　―小平市史での経験から

大門正克さん

小平市史編さん委員・近現代史監修
横浜国立大学大学院国際社会科学研究院

　

市民活動資料センターづくりの
現在と未来

杉山   弘さん

市民活動資料・情報センターをつくる会

　市民活動資料を散逸させずに収集し、整理して広く市
民に公開することは、大きなメディアが発する情報の渦
の中にある私たちにとって、大きな意味があります。
　1972 年、東京・多摩地域で行政事業の一部として始
められた市民活動資料の収集と公開は、2002 年、閉鎖・
廃棄の危機をのりこえ、市民の手で継続されてきました。
そが、現在の「市民活動資料・情報センターをつくる会」
の母体です。
　2011 年には、30 年分の収集資料約 500 箱が、法政
大学環境アーカイブスに移管され、再公開の道が開かれ
ました。
　そしていよいよ、「市民活動資料センター」がオープ
ンし、これまでＮＰＯ法人アンティ多摩で試行的に収集・
公開されてきた市民資料が、本格的に公開され、今後の
資料収集・公開・活用の拠点となることになりました。
　すでにこの間の取り組みの中でも、小平という町の歴
史が市民資料の中から浮かび上がり、市史編さんにかけ
がえのない役割を果たしたという例が生まれました。
　新しい資料センターのスタートを前に、市民資料収集・
活用の最前線で活躍なさっている方から、市民資料の意
義と可能性、資料センターの未来についてお話しいただ
きます。ぜひ参加していただき、みなさまとともに資料
センターのこれからを考えていきたいと思います。

【問合せ】　市民活動資料・情報センターをつくる会（略称：資料センターの会） Tel・Fax042-540-1663
	 　東京都立川市錦町3-1-28-301　E-mail：siminsiryo@nifty.com　http://homepage2.nifty.com/siminsiryo/

探す・活かす

集める・出合う 新しい拠点



「市民活動資料・情報センターをつくる会」は、2002 年に事業廃止された「市民活動サービスコー

ナー」で 30 年間蓄積された市民活動資料（ダンボール 500 箱）を市民の資料として保存し、また継続的に市民

資料を収集して広く利用に供する「市民活動資料・情報センター」をつくるために、市民活動をしている人、研

究者、行政職員、ミニコミ発行者、図書館・文書館関係者、ＮＰＯ法人や団体スタッフなどが集まり、2006 年

から活動しています。

　　■会費　会員：2000 円、賛助会員：5000 円／年間

　　■郵便振替口座 00140-5-761722（市民活動資料情報センターをつくる会）

　   ■事務局連絡先：tel/fax:042-540-1663

★杉山  弘さん
市民活動資料・情報センターをつくる会代表
町田市立自由民権資料館学芸担当

1956年東京生まれ。資料センターの会に設立当初から参加し、運営委員。
市民資料センターに納められる 1枚のビラ、1通のミニコミ、1冊の文
集など、それぞれには、それが人々に必要とされたタイミングがあった
はずです。ではそれを外れた資料はもはや価値はないのでしょうか。こ
れこそが資料センターが考えなければならないテーマです。
さまざまな資料にこもっていたはずの人々の体温、息づかいのようなも
の、を感じ取れる私たちであることが、まずは大切だと思います。
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★大門正克さん
小平市史編さん委員・近現代史監修
横浜国立大学大学院国際社会科学研究院教授

1953 年千葉県生まれ。専門分野は日本近現代史・経
済史。
いまを生きる人たちに過去の経験を訪ね、地域の歴史
を探り、歴史と現在を行き来するなかで、「日本の近現
代とは何か」を考え続けています。
『小平市史　近現代編』が、2013 年 3月末に刊行され
ました。近現代編は、市民活動資料なしには成り立ち
ませんでした。
小平市は、1970 年代以降、小平市民の運動が大きな
役割を果たし、「福祉の時代」を迎えます。市民の運動は、
市民活動資料ではじめて明らかになりました。7月 14
日には、近現代編にとって市民活動資料がいかに重要
だったのかを話します。

★平野  泉さん
立教大学共生社会研究センター学術調査員

1963 年北海道生まれ。埼玉大学共生社会研究センターでの市民活動資
料保存・整理等を経て、現在は立教大学共生社会研究センター学術調査
員として、市民活動の多様な記録を保存・整理・公開する仕事をしてい
ます。
そうした記録の価値に気づき、残すために奔走したたくさんの人たちの
苦労があったからこその仕事だと思うと、「お給料をもらうのは申し訳な
い…」と感じることもしばしば、です。

プロフィール

会場はココ
！

立川市社会福祉協議会　市民活動センターたちかわ　2013年度助成事業


